
掲載数 11

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 神奈川県立 高２ 国語
現代文Ｂ

「こころ」

　「こころ」は、「私」が友人であったＫを裏切り自分の欲を優先させた結果、Ｋの自殺
を目の当たりにする。「私」はその罪に対し生涯をかけて向き合っていかなければならな
くなり、自分も自殺をするという話である。
　本授業では、「私」とＫのやりとりをもとに、自らの言動や行動が相手にどのように伝
わるのかについて考察した。まず各自で「私」とＫのやりとりの中からどのような言動や
行動に対してお互いに誤解や疑心がうまれたのかを考察し、それをもとに普段の言動や行
動について整理した。それらをもとに意見交換をした。生徒は普段の言動や行動がいかに
相手に誤解を与えるかということに驚いていた。必ずしも自分の予想したとおりに相手に
伝わらず、それがＫのような結果になる原因になることもあるという事実に改めて気付い
たようであった。

【参考資料】
東京書籍
「精選現代文Ｂ」

2 神奈川県立 高３ 国語
「未来にいのち
をつないでいく
ために」

　初回の授業で、大量に生産されるもの、一方で大量廃棄されるもの、そしてそれを生み
出す工場のシステムの画像を提示し、今日の生産活動の現状について理解した。そのうえ
で、このままこの生産形態を続けていってよいのだろうか。未来の子どもたちが今の時代
の代償を払うことのないように、いのちをつないでいくには今どのようにすればよいかを
筆者の主張を基に考えた。本文読解前の生徒による意見交換では、遠い先の未来には想像
がつきにくいなどの意見があった。だが、最終的には本文を読み取り、身の回りのものの
裏には余って廃棄されていくものもある。そのことを心に留めて生活や卒業後の仕事に生
かしていこうとする様子が見られた。

使用教材
『大量生産の眩暈』
「原研哉　第一学習社
新編現代文Ａ　Ｐ206
～212」

3 神奈川県立 高１ 国語
平和学習「沖縄
戦」

　導入の段階で沖縄戦について知っている生徒は少数であった。沖縄戦のＤＶＤや当時の
新聞記事から、日米の軍事力の差や戦没者数を見せるとその悲惨さに驚く生徒も多かっ
た。本文の内容では登場人物の心理描写に触れ、軍人と民間人それぞれの葛藤や、現代と
戦時中で人間の心理や命の価値に差があることを学習した。振り返りにおいて、戦争と言
う悲惨な状況下でも人と人の心が触れ合う場面があったことへの驚きと、改めていのちの
大切さについて触れる記述が多く見られた。

教材・田宮虎彦
「沖縄の手記から」

4 神奈川県立 高３ 国語

社会的な話題につい
て書かれた論説文や
その関連資料を読む

「LGBT×SDGs」

　社会科（現代社会）との横断的な学習として｢LGBT｣を取り上げた。SDGsの視点に立ち、
多様性を尊重する教育環境づくりに大切なことを各自で用意した関連資料を活用し意見文
としてまとめ、生徒間で共有しあった。

本校所属の教諭による授業
（参考資料）
NITS独立行政法人教職員機構
校内研修シリーズ№87
「学校で配慮と支援が必要な
LGBTｓの子どもたち」
宝塚大学 日高庸晴教授

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【国語】



5 神奈川県立 高３ 国語 障碍者福祉

　いのちの大切さを題材とした小論文の授業。
「やまゆり園事件は終わったか？～福祉を問う～誰が相模原殺傷事件を生んだのか」とい
う演題で、『ルポ「命の選別」誰が弱者を切り捨てるのか』（文藝春秋社　2020）の共著
者である上東麻子記者から、やまゆり園の歴史や実態、国の掲げる「地域移行」の難しさ
について講義をいただき、質疑応答の後、感じたことを小論文にまとめた。

毎日新聞社
デジタル報道センター
記者

6 神奈川県立 高３ 国語 詩「永訣の朝」

　宮沢賢治が妹トシとの永遠の別れについて書いた詩を読み、他者の死から何を感じ取り
その先の人生をどのように生きていくのかを考えた。賢治が万人のために生きることを決
意したのに対して、自分たちは今後どのように生きることが「より善い」のかを話し合っ
た。時代が変移していく中で人の生き方も変わっていくが命の尊さは変わらないというこ
とに気づき、自分ひとりで生きていくのではなく誰かと助け合って生きているのだという
ことが理解できた。

新編現代文B－東京書
籍

7 神奈川県立 全学年 国語
夏目漱石と正岡
子規

・漱石と子規の往復書簡
・如月小春「子規からの手紙」
・高浜虚子『子規言行録（明治版』「君が終焉の記」
・結核菌に体を蝕まれながらも死の直前まで執筆・創作・後輩の指導を続けた子規の作品
を漱石との関係を学びつつ、子規の生についても考えた。（１年次を除く。９月も）

・自主作成プリント
・『漱石・子規往復書
簡集』
・根岸子規庵の写真

8 神奈川県立 高３ 国語 森鴎外『舞姫』

　留学中に出会った少女との関係を解消して帰国することになった主人公の、その少女に
宿る胎児への責任について考える授業を実施した。生徒は主人公が十分に責任を果たして
いないという前提で道義的側面、法的側面から非難をしていくが、主人公に対して感じて
いる不誠実さが、倫理や法を越えた命の持つかけがえのなさに対するものであると気づ
き、人が先験的に持つ生命に対する畏敬の念を自覚した。

『新　探求現代文Ｂ』
桐原書店　2020/2/25

9 神奈川県立 高３ 国語 支援するとは

　「現代文Ｂ」の評論「虚ろなまなざし」をきっかけに、貧困下における「命」を支える
本当の支援とは何か、各自の意見を授業中に披瀝し、400字の感想にまとめるという授業
を実践した。コロナ禍のオンラインという変則的な授業ではあったが、コロナ禍ゆえに誰
もが社会的弱者になりうる可能性を持つ現状認識のもと、いつもにまして真摯で傾聴に値
する意見が述べられた。抜本的解決には物資の支援だけでなく、「貧困」を常に自己の問
題と認識し、「環境問題」、「民族問題」等のグローバルな視点からのアプローチが肝要
ではないかという意見も出て、「命」を考える上で有意義な授業となった。

・『精戦現代文Ｂ改訂
版』（三省堂）

10 神奈川県立 高３ 国語

石牟礼道子 作
『苦海浄土』収
録「もう一ぺん
人間に」から命
の尊さを学ぶ

　神奈川県人権男女共同参画課作成のmiraibookを使用して、高校生+G7:G14の今後の生活
を考える授業を行った。進路から始まり、仕事の選択、結婚、家庭の構築、子供ができた
ら、老いるという事などを取り上げて、命をつないでいくという事について考えさせた。
自分のことから始まり、子供ができたらどう考えていくのか、振り返って保護者に対する
気持ちを考えるチャンスを作った。



11 神奈川県立 高２ 国語
戦争文学
灰谷健次郎「太
陽の子」を読む

　修学旅行の事前指導と併行して、２学年「現代文Ｂ」の授業内で灰谷健次郎「太陽の
子」の一場面を読解した。文学の視点から描かれる戦争を通じて、生徒に命の尊さ・大切
さについて考えた。当時の沖縄を知ろうとする主人公「ふうちゃん」とその友人「ギッ
チョンチョン」による会話の場面を引用し、子どもと大人の両面から見た戦争に焦点を当
てて読解した。

灰谷健次郎「太陽の
子」を学習材として使
用した。


